
新日鐵住金西ノ洲会

地 震 こ 津 燎 に 備 え る  ～地震の議の上にある大分～

気象予報士・環境教育ア ドバイザー

防災ア ドバイザー  花宮 慶務

1 3つ の坂  物事の本質を楽習 (知恵)は行動につながる

2 伊予灘地震 平成 26年 03月 14日 02時 07分頃

① 震源地 伊予灘   震源の深さ約80km  マグニチュード 6.1

② 県内最大震度 (震度 5弱  国東市 口臼杵市・佐伯市・姫島村)

③ 伊予灘地震に関する情報の流れ
07分 10.6秒 (7.7秒後)緊急地震速報  (震度5弱 以上が予想される場合)

08分
10分

(1分 後)震 度速報   (震 度 3以上が観測された地域名 )

(3分 後) 震源に関する情報  (津波の心配の有無 )

※ 震度 :あ る場所の揺れ具合 マグニチュー ド1地震のエネルギー

3 地震 口火山列島 (全地球の地下エネルギーの1/10が 日本周辺に集中)

① M6以上の地震の21%が日本周辺で発生  国内の活火山数 (1¬ 0山 )

② 別府湾～阿蘇は活断層の集中帯   大分県中部地震 (昭和 50年 4月 21日 )

③ 南海 トラフ地震 口・・約 100～ 150年 ごとに巨大地震発生

※ 南海 トラフ全域で規模 口発生確率を再評価 (H25・ 5月 )

‖8～ M9ク ラス  30年 以内の確率  60～ 70%
大分市内想定震度  6強～5弱 (液状化)

大分港想定津波   最大波 4.31π 101分後  1 lπ   87分後

想定被害大分市内  死者 5185名    全壊家屋 4684棟

4 釜石での生きた防災教育  (片田先生「3つの教え」 守れる命・助かる命)

・ 想定にとらわれない  ・ 最善をつくせ  ・ 率先避難者になれ

三陸地方の言い伝え 「津波てんでんこ』
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5 津波の性質口強さ
① 津波は、引き潮からはじまるとは限らない
② 津波は、数時間以上海面変動つづく (警報解除まで安心するな)

③ 津波の高さ  平常潮位からの海面が上昇したその高さの差
④ 予想想津波の高さ 海岸線 (水深1傷 )での値予想精度は、 1/2～ 2倍程度
⑤ 遡上高 (そ じょうこう)海 岸から内陸へ津波がかけ上がる高さ
⑥ 遡上高は、「予想される津波の高さ」と同程度～4倍程度
⑦ 津波の破壊力 (半島の先端 口湾の奥 口島影で津波は高くなる)

20享ンの津波でも大人の足をさらい押し流す 「津波注意報」を「あなどるな」
1傷の津波  木造家屋 部分破壊
21π の津波  木造家屋 ほぼ全面破壊   漁船 被害発生

6 滅災に向けて

① 自分の周りの危険箇所を確認する・・・地域を知つているのは地域住民
② 家族防災会議  避難場所・複数の避難ルー トロ連絡方法の確認
③ 地震に強い住まい

家具の固定   耐震診断・補強 (1981年以前の建物)

④ 非常持ち出し用品・非常備蓄品の確認 (女性 10キロ  男性 15キロが目安)

処方箋  乳幼児の ミルク等

地域での防災学習会・避難訓練   災害時要援護者 (高齢者等)の把握

緊急地震速報を入手、大きな揺れ、津波警報を聞いたら避難

避難は原則徒歩で  より高く 水平避難と垂直避難

受け身の避難行動でなく  自らの判断で

発生時の行動
① 身の安全 (頭 を守れ) 火の始末 出日の確保

②新しい資料で (一度聴いて安心するな)携 帯ラジオ・カーラジオ等の利用を

ベッドの中
布団・枕で 頭の保護を

火並発生nJL
O大きな鵬れが来る前に
O揺れが収まつて
③ 家を離れる前に

(ガス元栓,ブレカー〕

通電火災

⑤

⑥

　

⑦

‐2‐
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[震度 6蒻 ]

◎立つてしヽることが困難になる_

0固定していない家具の大

半が移動し、側れるもの

もある.ドアが日かなく

なることがある.

0壁 のタイル や 窓 ガ ラス が :
破損、選 卜することtlSあ る :

0耐 震性の低 い 木造建物 は、

瓦 が落下 した り、建 物 が

傾 しヽた りす る ことがあ る .

倒れるもの もあ る .

E震 度 4]
0ほとんどの人が驚く.

O電 灯 な どのつ り下 げ

物 は 大 き く播 れ る .

C座 りの 悪 い 置 物 が 、

倒 れ る こ と が あ る .

ギ
`…

I E震魔 6強 ]

Ⅲ■勇場 1  0はわないこ動くことができ

撃 0姜蠅孵評:

―  。継脇1ま鍵動は、

顆 扮 ,

理が髄

[晨度 5覇 ]

.●_大半の人が、恐怖を

覚 え、物 につ か まり

た い と感 じる _

0棚 にある 食器類 や本

が落 ちることが ある _

●
~固

定 してしヽ ない家具

が移 動 す ることがあ

り、不 安 定 なも の は

倒れることがある .

[震慶 7]
○ 耐震性の低 い本遣建物 は、
‐傾 くも の や、倒 れ るも の

がさらに多 くな る .

0耐 震性の高 い本遣建 物 で

も、ま樹 こ傾くことがある .

0耐 震性の低 しヽ鉄 筋 コン ク

リー ト造 の 建 物 で 1ま 、倒

れるものが 多 くなる

[震 震 5強 ]

◎ 物 につ か ま らな い と

歩 くこ とが 難 しい .

0棚 にあ る 食器類 や本

で落 ちる もの が多 く

な る .

0固 定 して しヽ な い家具

が倒 れ ることが ある .

0補 強 され て いな いブ
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海
岸
か
ら
遠
く
離
れ
た
山
間
の
学
校
、

秋
田
県
北
秋
田
市
立
合
川
南
小
学
校
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
の
ぞ
き
ま
し
た
。

学
校
の
沿
革
に

「昭
和
５８
年
５
月
２６
日

日
本
海
中
部
地
震
の
津
波
に
よ
り
、
児

童
１３
名
殉
難
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

ぜ

「山
の
子
」
が
津
波
の
犠
牲
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

こ
の
日
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
遠
足
で

し
た
。
４
ｏ
５
年
生
襲
人
は
、‐
お
母
さ
ん

の
作
っ
た
愛
情
い
っ
ば
い
の
弁
当
を
持
っ

て
バ
ス
に
乗
り
、
日
本
海
が
広
が
る
男
鹿

半
島
の
加
茂
海
岸
に
向
け
学
校
を
出
発
し

ま
し
た
。

目
的
地
に
つ
く
直
前
、
午
前
１１
時
５９

分
、
大
き
な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
揺
れ
も
収
ま
り
、
久
々
の
海
に
、

子
供
た
ち
は
歓
声
を
あ
げ
て
海
岸
に
お
り

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
弁
当
を
開
こ
う

と
し
て
い
た
時
、
突
然
の
大
津
波
。
あ
っ

日本海でも津波は起きた
と
い
う
間
に
児
童
と
引
率
の
教
師
を
の
み

込
み
、

１３
人
の
子
ど
も
た
ち
の
生
命
は
二

度
と
か
え
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
、
日
本
海
で
は
津
波
は
起
き
な
い

と
の
俗
説
を
多
く
の
人
が
信
じ
、
地
震
の

観
測
体
制
や
津
波
予
報
の
シ
ス
テ
ム
も
未

熟
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
１
０
０
人
も
の

尊
い
生
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
”
俗
説
と
科

学
技
術
の
遅
れ
が
招
い
た
悲
劇
で
し
た
。

「大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
海
岸
か
ら

離
れ
る
」
。
津
波
防
災
の
鉄
則
で
す
。

今
、
あ
な
た
が
生
活
を
し
て
い
る
場
所

で
は
津
波
の
心
配
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
合
川
南
小
学
校
の
児
童
の
よ

う
に
、
旅
先
で
津
波
に
遭
遇
す
る
こ
と
も

あ
り
得
ま
す
。

俗
調
で
な
く
正
し
い
知
識
で
備
え
ま
し

よ
う
。
山
の
子
の
犠
牲
と
、
あ
の
３
月
１１

日
の
教
訓
を
心
に
刻
ん
で
。（気

象
予
報
士
）


